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序

久留米市は、市民が主役のまちづくりを進め、市民の夢や希望が実現する生活空間を

作ることにより、市民がこの地に誇りと愛着を持って住み続けたいと思えるまちを創

ることを目指しています。その一方で、古くから水路と陸路の要衝だった久留米市には

先人達の残した文化遺産が数多く残っており、その保存を図りつつ究明を進めていま

す。

今回の調査は、藤山甲塚古墳や釜口古墳、鑓水古墳群などの古墳が多く残る高良内町

で実施しました。その結果、縄文時代の遺構や遺物、そして中世の屋敷跡とみられる遺

構を発見し、高良内町の歴史を語るための新たな資料を得ることができました。これら

の成果が地域史の究明や普及、久留米の歴史や文化財保護に対する市民の理解に貢献

できれば幸いです。

なお今回の発掘調査に際して、福岡県久留米県土整備事務所をはじめ、近隣住民の皆

様に多大なご協力をいただきました。心より御礼申し上げます。

令和２年２月 29 日

久留米市教育委員会

                 教育長 大津 秀明



例 言

１．本書は、平成 30 年度に福岡県久留米県土整備事務所の委託を受けて、一般県道藤山国分一丁田

線改良事業に先立ち実施した、鑓水遺跡第１次調査の発掘調査報告書である。

２．本調査の略記号はＹＲＺ－001、調査番号は 201802である。

３．調査は久留米市教育委員会が調査主体となり、市民文化部文化財保護課の西拓巳が担当した。

４．遺構実測図は、主に西と発掘調査臨時職員の山田治代が作成し、一部を発掘調査臨時職員の案

納哲夫と柳鈴子が補助した。遺構配置図はトータルステーションを用いて測量し、測量データ

は株式会社 CUBIC 製の「遺構くん cubic」で編集・保存した。土層は、手測り（1/10）で西が記

録した。浄書は、西と専任非常勤職員の今村理恵がデジタルトレースで行い、「遺構くん cubic」

と米アドビシステムズ製の「Adobe Illustrator」を用いた。

５．遺物実測図は西が作成し、浄書は今村がデジタルトレースで行った。遺物の拓本は、発掘調査

整理臨時職員の横井理絵が作成した。出土遺物観察表は西が作成した。

６．遺構の個別写真は、マミヤ RB67 を用いて６×７判フィルムで西が撮影した。全景写真の一部は

有限会社空中写真企画に委託して撮影した。遺物写真は、リコーPENTAX K-1Ⅱデジタルカメラ

を用いて、久留米市埋蔵文化財センターにおいて西が撮影した。

７．遺構実測図は、国土調査法第Ⅱ座標系（世界測地系）を基に作成した。図面の方位は全て座標

北を示す。なお、座標は熊本地震に伴うパラメータ補正を実施した。

８．土層の色調は、『新版 標準土色帖』（日本研事業株式会社、昭和 42年）に準拠した。

９．本書に使用した遺構の略記号は、ＳＤ－溝、ＳＫ－土坑、ＳＰ－ピットを意味する。

10．本文と遺物実測図、遺物観察表、写真図版の遺物番号は同一である。

11．遺物実測図の調整の線は、実線「    」が明瞭な稜線を、間隔が長い破線「     」

が不明瞭な稜線を、一点鎖線「― - ― - ―」が回転ナデを、間隔が短い破線「― ― ― ―」

がケズリを示す。

12．遺物観察表の凡例は以下のとおりである。

・〔 〕は復元値を、（ ）は残存値を、－は欠損または該当する部位が無いことを意味する。

・土器や陶磁器、石製品の色調は、『新版 標準土色帖』に準拠した。

・胎土は、0.5mm 未満の砂粒を「微砂粒」、１mm未満を「細砂粒」、１mm以上を「砂粒」とした。

・遺物番号は、久留米市市民文化部文化財保護課が定める出土遺物の登録番号である。

（例）２０１８０２ － ０００００１

   調査番号     登録番号

13．出土遺物や図面、写真等の諸記録は、全て久留米市埋蔵文化財センターにおいて収蔵・保管さ

れている。

14．本書の執筆と編集は西が行った。
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は めに

（ ） に

調査は、 山 分 田 良 に う 前の発掘調査である。 山町溝田から

町東 目に る 山 分 田 （ 752 ）は、久留米市中心部と の 地として

られる 山町を ぶ である。しかし、 前 点から南に 700ｍまでの区 は

員が い上に やかに しており、見 しが く大 の に時 がかかるな 、 を中

心に 雑の となっている。また、 が無く路側の も いことから、 や の

上にも があり、 を し 員の い 的な 路の が められていた。

第 図 山 分 田 良 図（1/5,000）

□



これに い、 を する 久留米 土 を とする 山 分

田 良 が され、平成 25年（2013）から 地 が まった。平成 27年（2015） 15

日、 から久留米市高良内町 4832 外における 埋 文 の 無 の 会が 出された。

地の大半が 調査地で、か 北部が周 の埋 文 地である鑓水遺跡の 内に たる

ことから、 25日に試掘確認調査が である を回 した。

平成 28年（2016）４ 14 日から 15日にかけて、 地 が終 った 地中 部と南部の試掘

調査を ったが、遺構を確認できなかったことから 外と回 した。しかし、平成 29 年（2017）

10 日から４日に った 地北部の確認調査では、地 下 0.3～1.3ｍで遺構を発見した。その

ため に し、10 12日付で第１図に示した の発掘調査が である を回 した。

平成 29年 11 15日、 から発掘調査の が 出されたため、 の 果、調査 は

である が すること、平成 30 年 に発掘調査を い平成 31 年 に と

成を うことで した。平成 30年（2018） 日、 と久留米市長は 鑓水遺跡第１次

調査発掘調査に関する 定 を したが、 地の に時 がかかり発掘調査の が

延 ることが 明したため、４ 10 日付で 定 を した上で、 鑓水遺跡第１次調査発掘

調査委 約 を し 地での発掘調査を 施することとなった。発掘調査は平成 30年４ 17

日から めたが、その も は 、最終的に 10 30日に発掘調査を終 した。

と 成は、平成 31 年（2019）４ 15 日付で 鑓水遺跡第１次発掘調査 委

約 を した上で、 和２年（2020）２ 29日まで、西町文 で った。

（ ）

平成 27年 （ 前確認）

調査委 久留米 土    調査 久留米市 委員会

  長 小路          長   

長         調査 久留米市

路 設                市 文 部

  長           部  長 田

設第１係長 紀       次  長 村 高

査 中川          文

  長

長 山

長 査 白   

  査 水

査 、 映

前確認 田 、小



平成 28年 （試掘確認調査）

調査委 久留米 土   調査 久留米市 委員会

  長 田 明         長   

長         調査 久留米市

路 設                市 文 部

  長 山           部  長 田

設第１係長 紀      文 部長 田

査 中川            次  長 村 高

               文

  長 文

長 山 、白   

  査 水

査（ ）

査（ 前確認 ） 映

前確認 久

平成 29年 （試掘確認調査・ 定 ）

調査委 久留米 土 調査 久留米市 委員会

  長 村田        長 大 明

長            調査 久留米市

路 設                 市 文 部

  長 山          部  長 田

設第１係長      文 部長 田

査 中川          次  長 西村

                  文

  長 文

長 山

長 査 白   

  査 水

査（ ）

査（ 前確認 ） 映

前確認 久、大 、

（ 付 員）



平成 30年 （発掘調査）

調査委 久留米 土    調査 久留米市 委員会

  長 田           長 大 明

長 大          調査 久留米市

路 設                 市 文 部

  長 長 和          部  長

設第１係長       文 部長

査 田 、 山      次  長 西村

                    文

  長 水

長 久 田

長 査 白   、

  査 水

査 映

市村久

古 文 （ 付 員）

調査 西  

平成 31年 ・ 和元年 （ ・ 成）

調査委 久留米 土   調査 久留米市 委員会

  長 田      長 大 明

長 大 （平成 31年 ） 調査 久留米市

    山 （ 和元年 ）   市 文 部

路 設                部  長

  長 長 和 （平成 31年 ）   文 部長 村 高

     平 （ 和元年 ）    次  長 西村

設第１係長 （平成 31年 ） 文

（ 和元年 ）    長 水

査 山             長 久 田

田 （平成 31 年 ）   長 査 白   、

  師 内 （ 和元年 ）      査 水

査 映 、小

市村久 、

西  

    今村 （ 員）



発掘調査 時 員（平成 30年 ）

、 上 、江 、 、 田 、東 、日

江 文、   、山田 代、 山

発掘調査 時 員

   古 （平成 30年 ）、 （平成 31年・ 和元年 ）

（３）

鑓水遺跡は、平成 11 年（1999）の試掘調査（11文 第１ 133 ）で中世の遺構や遺物が確認さ

れた遺跡だが、これまで発掘調査の 会に まれ 、その は不明だった。そこで、今回の調査

は遺構と遺物の を目的として 施した。なお、 地の の が していない上に集

の上下水 や 水 が 地を走っており、 路や 土 な を確 する があること

から、発掘調査は第２図のとおり 分 しなが

ら 施した。 2,216 のう 、調査

は 1,160 である。以下、調査の を す。

４ 17 日 調査器 を し、発掘調査に

手する。Ｄ区の 土 を

するが、降 で中 する。

18 日 Ｄ区の 土 を して、

員を し遺構検出を

う。同日中に遺構の掘削と

を めるが、撹乱と し、

部の掘削に留める。

26 日 掘削と を終え、Ｄ区 を

高 で する。

27日 Ｄ区の埋め しを 施する。

１日 Ａ１区の 土 を する。

日 大 と 天を み、Ａ１区

土 を する。 して、

遺構検出を める。

10 日 Ａ１区の遺構検出を て、遺構

掘削と 、 を める。

17 日 Ａ１区 を高 で

する。

22 日 Ａ１区とＡ２区の反 を す

る。 第 図 調査区 図（1/800）



24 日 Ａ２区の 土 を し、Ａ２区の遺構検出を める。

29日 Ａ２区の遺構検出を終え、遺構の掘削と 、 を める。 に り、

が になる。

22日 Ａ２区 を で する。

27日 加の調査を て、Ａ２区とＡ ・Ａ４区の反 を める。

４日 Ａ ・Ａ４区の遺構検出を するが、 に い 日 を する。

10 日 Ａ ・Ａ４区の遺構検出と して、遺構の掘削と 、 を める。

19日 Ａ ・Ａ４区 を高 で する。

23日 Ａ ・Ａ４区の埋め しを う。Ｂ区の とＥ区に する の が し

ていないため、 地での発掘調査を中 する。

22日 Ｂ区の に時 がかかり、発掘調査の中 が長 することから、調査器

を す て する。

４日 発掘調査を し、調査器 を する。

日 Ｂ１区の 土 を する。 路が く小 の しか できない上に、

土 も く時 がかかる。 との で、Ｂ～Ｃ区は調査区の埋め しを

で 土を 出することで する。

11日 Ｂ１区の遺構検出を 施する。

14日 Ｂ１区の遺構掘削に るが、１日で掘削を終える。 して、 を する。

19日 Ｂ１区 土の 出を て、Ｂ１区 を高 で する。

25日 天と を み、Ｂ１区とＢ２区・Ｃ区の反 を める。

27日 Ｂ２区・Ｃ区の 土 。Ｃ区の遺構検出を い、遺構掘削と を する。

28日 Ｃ区 を高 で する。 24 に い、 生を う。

10 １日 、Ｂ２区の遺構検出を い、遺構の掘削と 、 を める。

４日 Ｂ２区 を高 で する。Ｅ区に する が しておら 、

25 に う 目の 生を て、調査器 を する。

10日 Ｅ区に する の に時 がかかるため、 の を た にＥ区の発掘

調査に ることで、 と の で が形成される。Ｅ区の調査に 、

の でＥ区北 に を設 する。

15日 調査器 を し、Ｅ区の 土 と遺構検出を う。

17日 Ｅ区の遺構掘削を 施し、 と を める。

19日 Ｅ区 を高 で し、 加の を て調査器 の を める。

22日 Ｅ区の埋め しを う。

26日 Ｅ区北 の を する。

30日 調査器 の を し、 地での発掘調査を終 する。



Ⅱ と

久留米市は 平 の中心部に し、 川の中・下 に する。久留米市の南東部に え

る 山地の西 には、高良山や明 山、 といった 高 200～300ｍの山地が する。明 山

と の西麓には、 山地から 生する丘陵が点在し、 川や上 川に されて複雑

な地形を する。鑓水遺跡は、 川に した丘陵上の 高約 42～43ｍの地点に する。

周辺における の 跡は、池田池遺跡や うたん山遺跡、 遺跡で見 かった 器まで

り、 が の だったことを示す。縄文時代には、 地上を中心に 地が分 し、日渡

遺跡や 田古墳群、 遺跡で の 文土器、日渡遺跡や 分 跡、 田遺跡で 土

器な の前 の土器、日渡遺跡で中 の 元 土器や 土器、大 下遺跡と 分 跡、

田遺跡、 田遺跡で の土器が出土した。遺構は、白川遺跡や 遺跡、日渡遺跡で の

土坑群が検出され、 に 遺跡第 次調査地点では、 部に する土坑群から 140 点の編

や が出土した。これらは でも ない出土 として注目でき、 に が され

たままの は、縄文時代では の出土 である。また、 遺跡では の土坑が見 かり、

の や が 出土したことから、 器 の様相が える。

弥生時代には、 分 跡で中 半の ２ と 半の １ 、日渡遺跡で

中 ～ 半の掘 物や 群、 江遺跡で 字 の溝が検出された。日渡遺跡

で出土した内 文 は、遺構検出時の出土遺物で遺構を ないが、 の 跡が残る

で注目できる。この かにも、大 遺跡で や の発見が伝 り、 遺跡で

弥生土器が されたことから、中 から を中心に集落が点在したと想定される。

古墳時代には古墳群が分 し、調査が れたものだけでも、 された 地上に する山

古墳群や 山古墳群、大 古墳、中 山古墳群、鑓水古墳群、 古墳、 田古墳群、高良山

や明 、 の に する西 古墳群や 古墳、内 古墳、 古墳、 うたん山古墳

群が挙げられる。鑓水遺跡の西 150ｍにある鑓水古墳群は、 が付 した が出土した

か、小形の や 形 を する。溝から出土した土師器から 世紀前半～中 の築 と

考えられる。古墳群の中心となる前 墳として、 に文様が まれた 山古墳や、

形 が見 かった 山古墳、 を し に 料を った の 山 古墳がある。また、

遺跡では 世紀前半の 形周溝 が見 かり、周溝から出土した山 の土師器から、山 地

と の が想定される。さらに、 世紀の 器 である平 跡や池田 跡、池田 跡

に する下 跡は、古代の の前 に が まれていたことを る。集落遺構

は、 分 跡で古 土師器を う土坑、平 遺跡で 世紀 半の掘 物と 群が検

出されており、 は を とさ る掘 物が古墳群との関 を示唆する。

古代には、上 川の 部を うに上 土 が築かれた。『日 紀』天 天 年 12

（679） に する、 地 に うとみられる 落と 復 が確認されたことから、その築



第３図 周辺遺跡分 図（1/25,000）

第 図 調査地点の と周辺地形図（1/2,500）
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年代は 世紀 半以前と 定され、大 のために設けられた 施設と考えられている。ま

た、鑓水遺跡の北西約 2.1 に 分 と 分 が設 された。その 年は明らかではない

が、『 日 紀』天平 年（756）12 20 日 に の 分 と に することから、 世紀

半ばには されたとみられる。 分 ・ 分 周辺では、大 下遺跡で 世紀 半から

世紀前半の溝、白川遺跡で 世紀～ 世紀前半の 物や、 路跡とみられる 走する溝、延

の平 、 遺跡で 世紀 半の溝が見 かっており、 分 周辺の集落の様相を示す。

も点在し、 分 に する 田 跡や 遺跡出土 と同 の が された ト池

跡、白川遺跡や 跡、 分 跡の出土 と同 延 年 な が され

た西 古 跡が挙げられる。日渡遺跡では、10 世紀 の土坑から の が出土しており、

との関 が想定される。 分 と 分 は 10世紀以降の の に い規模を 小

したとみられ、11世紀代を最 に遺構は確認されていない。周辺では、白川遺跡で ～12世紀の土

坑群、高良山南麓に する 遺跡と池田遺跡では 11～12世紀の溝や土坑、 遺構な が検出

されており、古代 から中世 の集落の存在が想定される。

中世以降、高良内町 は高良山 として高良大 の 下におかれた。 ２年（1241）の

『 検 代 』には 分 の が されているが、 分 跡では 磁

碗な の貿易陶磁器や 器 が出土しており、14～15世紀の掘 物が検出されるな 、集落の

存在を示唆する遺構や遺物が見 かった。周辺では、大 下遺跡の 12～13世紀の土坑や土 、日

渡遺跡と 遺跡の 13 世紀の土坑、白川遺跡の 12～15 世紀にかけての複 の溝、日渡遺跡や池

田遺跡の 14～15 世紀の大溝が集落の存在を る。また、白川 は高良山 の である、

良 の だったと伝えられる。池田遺跡の くには、 の地 が する。

時は いにあった地 で、 11年（1404）11 の を し、 年 の地 の

として市の 形文 に 定されている。

鑓水集落の に いて、地元の伝承は元和 年（1621）の 代久留米 の に

い、 山から した 集 まで ると伝える。鑓水遺跡の北西約 300ｍに する村下

遺跡では２ の溝が確認されており、 世の集落に関 する遺構とみられる。鑓水の地 は、『元

年調 中 』（1695、『 史史料』第 ）に めて する。高良内村と 村にま

たがる で、その規模は 15町（約 1.6km） とある。 年（1777）に編 され、明 39年

（1906）に された『 』にも 水 の で するが、ここでも 15町 とある。

同 に ると、 の代に鑓水の 50 と山 が 町の に された か、か ては

が久留米 の の試 になっていたという。『米 年 』には、 年（1794） 13 日

に の 川 が鑓水で を試したとある。なお、明和年 （1764～1772） の

の である『在 』にも、 の として高良内村の鑓水 が挙げられているが、

その規模は 25町（約 2.7 ） となっており、前 の２ とは異なる。



調査の

調査地点の は 地だが、Ａ区は北半が 、南半が雑 で、Ｂ～Ｅ区は 地だった。

的に削平されている上に 設時の 土に れ、 を確認できたＡ区とＥ区東部を除

けば、調査地点の大半で 土または 土の 下で地山に る。以下、 と検出遺構、出土

遺物に いて調査区 とに る。

（ ）

Ａ区は調査地点の南 に し、地 の 高は最も低い 42.0ｍを る。調査 は 581 である。

北西部は、地 約 0.3～0.4ｍを 土 ッ を 土の 土が い、 下の さ 0.1

～0.2ｍの 土・ 土 ッ を 土の を て、地山に る。Ａ区南部では、地

約 0.15～0.2ｍを 土の 土が い、 下に さ 0.05～0.1ｍの 土と 土

が る がみられる。南西部では を て地山に るが、南東部ではさらに 明

土と 土が る を て地山に る。地山は、 高 41.5～41.8ｍで検出し、 高 41.25

～41.35ｍから上 が明 土、下 が 土である。

Ａ区で検出した な遺構は、溝４ と土坑 が挙げられる。以下、遺構 とに る。

（第 ・ 図、図 １～ ・ ）

調査区中 部西 から南西部 で検出した溝である。走 は、東西 向に 73° 、南

北 向に 20° Ｅで、調査区中 部で 89.5 屈 する。検出したのは東西 9.6ｍ、南北 35.3ｍ

で、 は調査区外に延 る。溝の は の い 形 を し、上 0.86～1.37ｍ、下

0.5～0.87ｍ、 さは最大で 0.61ｍを る。埋土は第 図のとおりで、 や の埋土が め

る。また、 から掘り された様 が える。遺物は、土師器の小皿や 、 器 の

部、貿易陶磁器の 磁碗の 、 や 、 といった な が出土した。

（第 ・ 図、図 １・２・ ）

調査区中 部西 りで検出した溝である。走 は、東西 向に 72° 、南北 向に

17° Ｅで、88.8 屈 する。検出したのは東西 5.3ｍ、南北 3.58ｍで、西 は調査区外に延

る。上 0.69～0.61ｍ、下 0.59～1.58ｍ、 さは最大で 0.16ｍを る。埋土は第 図のとお

りで、にぶい 土と 土で 分される。出土遺物は、土師器の や のみである。

11（第 ・ 図、図 ２・ ）

調査区中 部西 りで検出した溝である。走 は 17°～25° Ｅで、 やかに する。

検出したのは長さ 17.5ｍで、南 は調査区外に延 る。上 0.46～1.05ｍ、下 0.28～0.73

ｍ、 さは最大で 0.22ｍを る。埋土は、 土や ッ 土を 土だった。遺物



第 図 Ａ区遺構 図（1/200）
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は、土師器の や小皿な と、 の が出土した。

（第 図、図 ）

調査区北部中 で検出した、ＳＤ１に 出する土坑である。 を く な小 形の平 を し、

長さ 3.21ｍ、 1.23ｍ、 さは最大で 0.16ｍを る。埋土は、 土 ッ を 明 土だ

った。出土遺物は、 した縄文土器の と白磁の １点のみである。

第 図 ＳＤ１土 図（1/20）



（第 図、図 ）

調査区北部中 で検出した、ＳＤ１に 出する土坑である。 形の平 を し、長さ 1.13ｍ、

0.68ｍ、 さは最大で 0.19ｍを る。埋土は、 土 ッ を 土だった。遺物は、

土師器の が１点出土したのみである。

第 図 ＳＤ２土 図、ＳＤ11 図、Ｓ ・ 図（1/20、1/40）



17（第 図、図 ）

調査区中 部西 で検出した土坑である。 形の

平 を し、長さ 0.98ｍ、 0.68ｍ、 さは最大で

0.28ｍを る。埋土は第 図のとおりで、 土・

土 ッ を にぶい 土と、

土・ 土 ッ を 土で 分される。出

土遺物は無い。

（第 ・10 図、第１ 、図 ～11）

Ａ区の遺物 は 0.5 分である。

遺物として、縄文土器や中世の土師器と 器、 世

から 代の土師器や陶磁器、 や 、

な の 、 が挙げられる。また、 土

や撹乱からは縄文土器の や土師器の 、 世か

ら 代にかけての陶磁器 、 や 山 の が

出土した。 の や 調な の に いては、

第１ を いたい。以下、 遺物の に いて

に する。

は、ＳＤ１出土遺物である。１と２は土師器の小皿で、底部に糸切りの 跡が明 に残る。

は土師器の で、 次 に る の が著しい。４と は 器 の 部である。同

から出土したが、 の形 や 調が異なることから、 と した。 は貿易陶磁器の

で、内外 ともに が目 。 の は、外 の 部に の付 物が見られる。

の は で、外 の２ に が見られ、 と考えられる。 は、 とみられる

第 図 Ｓ 17 図（1/40）

第 図 Ａ区出土遺物 図１（1/4、1/2）



で 山 である。10 はＳＤ２出土の土師器 で、 だが底部とみられる。11 と 12 は

ＳＤ11出土遺物で、い れも である。11 の土師器 、12の土師器小皿ともに糸切り底である。

13 18はピットからの出土遺物である。13～16は縄文土器の で、13と 14は 部、16 は底部

である。13と 14は のピットから出土したが、調 や 調が しており、同 の可能性が

ある。17は内外 ともに を し、 の から、 の 部とみられる。17は土師器の小

皿で、回 糸切りの 跡がみられる。18は で 部が見られることから、 と考えられ

る。ただし外 は が著しい。19 28は、撹乱や試掘ト 埋土、遺構 、 土からの出土遺

物である。19～21・23・24 は縄文土器の で 19・21・23 は 部である。25 は で が

見られることから、 と考えられる。ただし 形が明らかではなく、 も不明である。26と

28は 山 の である。い れも しており、折 した がある。

第 10図 Ａ区出土遺物 図２（1/4、1/2）
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（ ）

Ｂ区は調査地点の中 部南 りに する。南に向かって傾 しており、北 は 高 43.5ｍ、南

は 高 42.1ｍを る。調査 は 323 である。 地 は調査区南 を除き 設時の 土

が約 1.1ｍ い、 さ 0.2～0.3ｍの や を 土、 さ 0.1～0.3ｍの

土と明 土が る を て、地 下 0.4～1.7ｍ、 高 41.5～41.8ｍの地山 に

る。地山は、 高 41.6ｍから上 が明 土、下 がにぶい 土である。
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にぶい
黄橙色

―
（細砂粒・金雲
母を含む）

土器
201802
000030

16
第1 図

Ｓ 15 縄文土器 浅鉢 ― ― （2.4）
にぶい
黄橙色

にぶい橙色 摩耗
横ナデか
摩耗 摩耗

砂粒・金雲母を
含む

201802
000021

17
第1 図

Ｓ 16 土師器 〔 . 〕 〔6. 〕 1.3
にぶい
黄橙色

にぶい橙色 回転ナデ 回転ナデ
（金雲母を含む）

む
201802
000022

18
第1 図

Ｓ 30 （6.3） （6.2） （0.9） （51.65） 片 い
201802
000031

19
第1 図 縄文土器 鉢 ― ― （5.4） 黄褐色

にぶい
黄橙色

か
摩耗 い

横方向
の調整

―
（細砂粒・金雲
母を含む）

土器
201802
000015

20
第1 図 縄文土器 細片 ― ― （5.2）

ナデ
摩耗

ナデ ― 砂粒を 含む 土器
201802
000016

21
第1 図 縄文土器 鉢 ― ― （3.2） 黄橙色 灰黄色 摩耗

横ナデか
摩耗

―
（細砂粒・金雲
母を含む）

土器
201802
000028

22
第1 図

器 ― ― （2.1）
灰色
（ ）

灰黄色
（ 土）

回転ケズリ
回転ナデ

回転ナデ
―

（ 色粒 を含む）
201802
000036

23
第1 図 縄文土器 鉢 ― ― （2.3） 浅黄色 灰黄色 摩耗 摩耗 ― 微砂粒を 含む 土器

201802
000033

24
第1 図 縄文土器 鉢 ― ― （5. ）

にぶい褐色～
灰 リ 色

灰黄褐色～
にぶい黄橙色

横方向
の調整

摩耗 ―
（微砂粒・金雲
母を含む）

土器か
201802
000034

25
第1 図 （14.1） （ .3） 1.1

に に
― （15 .9） 片

201802
000035

26
第1 図 3.3 （9.5） 0.9 ― ― （12. ） 摩耗

201802
000032

27
第1 図

― ― （4.1）
色 灰 色

（ 土） 文 文 ―
1 ～

1
201802
000037

28
第1 図 （ ）

4.7 （ . ） 1.1 ― ― （35. ） 摩耗
201802
000038
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Ｂ区で検出した遺構は、土坑 とピット 11 である。 かに 代の 跡や り し時の

坑といった撹乱が 見られた。以下、遺構 とに る。

60（第 12 図、図 ）

調査区北部中 で検出した土坑である。 を く 形の平 を し、中 部は く れる。

長さ 3.06ｍ、 0.62～0.84ｍ、 さ 0.15ｍを る。埋土は第 12図のとおりで、 土・ 土

ッ を 土の と、 土と 土 ッ を 土が る に 分される。

出土遺物は、土師器 の 部 と とみられる 世陶器の １点のみである。

第 11図 Ｂ区遺構 図（1/200）



第 12図 Ｓ 60・65～67・70・72・73 図・土 図（1/40）



65（第 12 図、図 ）

調査区北部東 で検出した土坑である。 な 形の平 を し、長さ 1.09ｍ、 0.83ｍ、

さ 0.36ｍを る。埋土は第 12図のとおりで、 土・ 土 ッ を 土と

土・ 土 ッ を 明 土で 分される。遺物は、縄文土器の ２点と の

１点が出土した。

66（第 12 図、図 ・ ）

調査区北部東 りで検出した土坑である。 な平 形を し、長さ 1.01ｍ、 0.77ｍ、 さ 0.30

ｍを る。埋土は、 土・ 土 ッ を にぶい 土だった。出土遺物は無い。

67（第 12 図、図 ）

調査区北部東 りで検出した土坑である。遺構の中心部は の 跡やＳ 66に削平されているが、

形の平 を するとみられる。長さ 1.20ｍ、 0.83ｍ、 さ 0.24ｍを る。埋土は、 土

ッ を 土だった。遺物は出土しなかった。

70（第 12 図、図 ）

調査区東部 で検出した土坑である。遺構の西 は撹乱に削平され、東部は調査区外に及ぶた

め、検出したのは長さ 0.46ｍのみである。 0.73ｍ、 さ 0.20ｍを る。埋土は、 土 ッ

を 土だった。出土遺物は無い。

72（第 12 図、図 ）

調査区北部東 りで検出した土坑である。 の 跡やピットが 出する。 形の平 を し、

長さ 1.46ｍ、 1.08ｍ、 さ 0.36ｍを る。埋土は、 土 ッ と 土 ッ を

土だった。遺物は出土していない。

73（第 12 図、図 ）

調査区北東部 で検出した土坑である。 の 跡が 出する上に、遺構の北部は調査区外に及

ぶが、 形に い平 形を するとみられる。長さ 1.43ｍ、 0.74ｍ以上、 さ 0.48ｍを

る。埋土は第 10図のとおりで、 土と の土で 分される。出土遺物は無い。

調査区 に らばり、 を検出した。 形または な 形の平 を し、 0.18～0.29

ｍ、 さ 0.06～0.45ｍを る。埋土は、い れもにぶい 土だった。遺物は、Ｓ 55から土師器

の と 代の 付 、 で れた 属 が １点出土したのみである。

（第 13図、図 12）

遺物 は ２ 分のみである。出土したのは、縄文土器の や弥生土器の の

部、古代の土師器 の 部、中世から 世の とみられる土師器の 、 世から 代の陶磁

器、 、 や 山 の である。これらのう 図示できたのは、Ｓ 60出土の土師器 の

部（29）、Ｓ 65出土の縄文土器の （30 31）、そして 土 の に 土から出土した

の 部（32 33）のみである。 の遺物の に いては、第２ を いたい。



（３）

Ｃ区は、調査地点の中 部に する。調査 は 80 である。地 約 0.5ｍを 集 築

時の 土が い、 さ 0.1～0.2ｍの 土 ッ を 土と 土の 地を て 生

を 土～ 土の 土が 0.3～0.4ｍ見られる。 土は、調査区北東部では 0.2ｍ

の 土と 土の に 分される か、調査区西部は 土の 下で地山に る。調査区東

部では、 さ 0.1ｍの 分を 土の を み、地 下 1.0～1.15ｍ、 高 41.6～42.0ｍの

地山に る。地山は 土で、西に向かって傾 している。

検出遺構は第 14図のとおりで、土坑１ とピット のみである。調査区の は、 代の

土坑や 跡な の撹乱が める。

74（第 15 図、図 ）

調査区南東 で検出した土坑である。 の 形に い平 を し、遺構の南部は調査区外に及

ぶ。検出したのは長さ 0.75ｍ、 0.56ｍのみで、 さ 0.18ｍを る。北東 に 部を確認したが、

のピットをまとめて掘削した可能性がある。埋土は、 土を 土だった。

遺物は出土していない。

第 13図 Ｂ区出土遺物 図（1/4）

第 Ｂ区出土遺物

29

30 31

32 33

口径
（長さ）

底径
（幅）

器高
（厚さ）

外面
（釉薬）

内面
（胎土） 外面 内面

29
第13図

ＳＫ60 土師器 甕か ― ― （10.3） 刷毛目 ケズリ 細砂粒を含む
201802
000039

30
第13図

ＳＫ65 縄文土器 鉢 ― ― （2.9） 摩耗 横ナデ 砂粒を含む
201802
000040

31
第13図

ＳＫ65 縄文土器 細片 ― ― （2.4） 灰褐色
にぶい
黄橙色

斜め方向
の調整

横方向
の調整

細砂粒・金雲母
を含む

201802
000041

32
第13図

盛土 弥生土器 甕棺 ― ― （5.0） 黄橙色 橙色
回転ナデ
摩耗

回転ナデ 微砂粒を含む ＫⅡｃ～ＫⅢｂ式
201802
000043

33
第13図

盛土 弥生土器 甕棺 〔40.1〕 ― （6.9） 浅黄橙色 黄橙色
回転ナデ

刷毛目・突帯
回転ナデ
ナデ 微砂粒を含む ＫⅢａ～ＫⅢｂ式

201802
000042
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第 14図 Ｃ区遺構 図（1/100）

調査区の南東部に らばり、 形の平 を する。

0.16～0.31ｍ、 さ 0.08～0.29ｍを り、埋土は

土だった。い れも出土遺物は無い。

（第 16図、図 12）

Ｃ区の遺物 は １ 分で、遺構 から縄

文土器の 点と土師器の １点、 の １

点が出土したのみである。このう 図示できたのは、縄

文土器１点（第 16 図 34、201802 000044）だけである。

の 部 とみられる で、残存高 2.8 、 さ 0.9

を る。外 は 、内 は を し、外 には め 向の調

、内 には 向の調 が できるが、い れも に る

が著しい。 土は を 。

（ ）

Ｄ区は調査地点の北部に し、調査 は 101 である。地 約 0.1ｍを ト敷設

第 15図 Ｓ 74 図（1/40）

第 16図 Ｃ区出土遺物 図

（1/4）
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時の が い、 や ッ 土を

土が約 0.25～0.3ｍみられ、 さ 0.25

～0.3ｍの 土を 土を

て、地 下 0.4～0.6ｍ、 高 42.1～42.3ｍで地

山 に る。地山は 白 土である。

検出遺構は第17図のとおりで、 代の

土坑や な の撹乱のみである。

遺物 は １ にす ない。遺物

として、撹乱から出土した、 世以降の陶磁器

や の が挙げられる。

（ ）

Ｅ区は調査地点の北 に し、 高は最も

高い 43.4～43.5ｍを る。調査 は 75 である。地 約 0.1～0.3ｍを を く

土が い、その下に を からにぶい の 土が約0.55～0.7ｍ

見られる。 土の 下には、 さ 0.05～0.2ｍの 土 ッ を 土がある。この

は調査区北 で 土が る か、 土 時に の が出土したことから、

代の 土と考えられる。 土の下 には、 土・ 土 ッ を

土が 0.35～0.5ｍ見られる。この 土は下半に小 が集中し、比 的 まりが い傾向にある。

第 18図 Ｅ区遺構 図（1/100）

第 17図 Ｄ区遺構 図（1/200）



また、 の埋土と同 ことから、 土 下の 土と考えられる。なお調査区 の 部で

は、 土の が確認できる。これらの の 下、地 下 1.0～1.15ｍ、 高 41.6～42.0ｍ

で地山 に る。地山は、 高 41.15ｍから上 が 土、下 がにぶい 土である。

Ｅ区では、溝２ とピット 21 を検出した。以下、遺構 とに る。

75（第 18・19図、図 ）

調査区東 で検出した、半 形の を

する溝である。遺構の と東半分は調

査区外に及 、検出したのは 6.16ｍのみで

ある。上 の最大 は 0.68ｍ、底 の は

0.38～0.42ｍを り、 さは南 で 0.20ｍ、

北 で 0.11ｍを る。走 は 17～

22 Ｅで、 やかに している うに

も見える。埋土は第 18 図のとおりで、

土と 土で 分される。遺物は、土師

器の が１点のみ出土した。

78（第 18・19図、図 ）

調査区西 で検出した、 形の を

する溝である。遺構の は調査区外に

及 、検出したのは 4.53ｍのみである。上 の は 0.36～0.42ｍ、底 の は 0.16～0.22ｍを

り、 さは南 で 0.16ｍ、北 で 0.19ｍを る。走 は 12～15 で、 やかに し

ている うにも見える。埋土は、 土 ッ と 土 ッ を 土だった。

出土遺物は、 １点のみである。

調査区 で検出した。平 形は定まら 、 も 0.14～0.92ｍ、 さ 0.04～0.26ｍと 様

である。埋土は、い れも 土だった。出土遺物は無い。

（第 20図、図 12）

Ｅ区の遺物 は １ 分のみである。 に た遺物の かに、 土や から

弥生土器や土師器、 世以降の 付、 山 の が出土した。

い れも で、図示できたのはＳＤ78 で出土した （第

20 図 35、201802 000045）のみである。い る で、

と の 部が しており、残存長 3.3 、残存 1.7 、 さ

0.4 、 さ 1.55 を る。 は である。
第 20図 Ｅ区出土遺物 図（1/2）

第 19図 Ｅ区南東 土 図、ＳＤ78 図（1/20）
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調査 1,160 に して遺構は で、 遺構は溝 と土坑 11 のみである。出土遺物も

比 的 なく、 は １ にも たない。 って、 られた に いたまとめ

となってしまうが、以下、発掘調査の成果を年代 とに る。

（ ） に

今回の発掘調査で最古の遺構と遺物の年代は、縄文時代まで る。Ｓ 65やピット、 世の遺構、

遺構 、 土から、土器 や 、 といった 、さらに や 山 の が出土

した。縄文土器は て で、しかも が著しい。い れも明確な文様は皆無だが、 さや傾き、

を するとみられる 部 や を する から、これらの年代は から

に まると考えられる。周辺では、鑓水古墳群で が出土した か、西 の大 下遺跡

（注１）と 分 跡（注２）、白川遺跡（注 ）、 遺跡（注４）、日渡遺跡（注 ）と、東 の 田

遺跡（注 ）や 田遺跡（注 ）、南 の 遺跡（注 ）で縄文時代 から の遺構や遺物が見

かっている。今回、これらの中 に する鑓水遺跡で新たに遺構や遺物が見 かったことは、丘

陵上の に たって 半から の遺跡が分 することを示唆する。

弥生時代の遺構は無かったが、 築時の 土から の 部が出土した。形 から Ⅱ

～ （注 ）に比定できる。弥生時代の で最も い発見 は、鑓水遺跡から北に約 1.1

の大 遺跡で、 ４ と の発見が伝 る（注 10）。年代に いては、 半の

成 から 器が出土したという。集落遺跡に目を向けると、 分 跡（注 11）で中 の

が確認されている。今回出土した の年代は中 に比定でき、中 の や集落の存在が想

定される。

調査地点は鑓水古墳群に するが、古墳時代の遺構や遺物は く確認していない。

古代の確 な遺物は、Ｓ 60から出土した土師器 のみである。ただし、 部の であること

から、 的な年代の 定は である。また、Ｓ 60からは 世陶器の も出土しており、Ｓ

60 が古代の遺構か かもはっきりしない。

（ ） に

中世の遺構や遺物は、Ａ区で検出したＳＤ１・２・11が注目できる。ＳＤ２・11は 切れている

が、ＳＤ１に 走しており、同時 に 存した の溝と考えられる。また、ＳＤ１・２は

に屈 し、ＳＤ１には掘り しの 跡が見られる。このことから、ＳＤ１・２・11 の として、

屋敷の周 を に る周溝な が考えられる。なお、ＳＤ１とＳＤ２・11 の には土 や築地、

な の設 の存在が想定されるが、削平が著しく今回の発掘調査では 跡を確認できなかった。

出土遺物の年代は、ＳＤ１・11 から出土した土師器小皿がい れも糸切底で器高が低い点（注 12）

や、ＳＤ１から出土した 器 の 部が屈 する点（注 13）、ＳＤ１から貿易陶磁器の 磁碗や

を する （注 14）が出土した点から、12 世紀中 から 14 世紀前半に まる。 って、
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ＳＤ１・２・11の最終的な埋没は 14

世紀に比定でき、これらの溝は中世

前半の屋敷の周溝と考えられる。Ｓ

Ｄ１・２・11 周辺のピットや撹乱か

らは、糸切り底の土師器小皿や貿易

陶磁器の白磁碗が出土したことから

も、溝に付属する施設の存在が示唆

される。ただし調査区の削平が著し

く、溝以外の遺構は確認していない。

なお、Ｂ～Ｅ区では中世の以降や異

物は確認していないが、平成 11年の

試掘調査時には天目碗が出土した土

坑が検出されており、調査地点北西

側にも遺構が存在する可能性がある。

今回検出したのは周溝の北東部分のみで、その内部は調査地点の西側に及ぶ。その規模の手がか

りとして、調査区周辺の水路と字界が挙げられる。第 21図のとおり、水路はＳＤ１・11の延長上を

走っており、字界は調査地点の西側で複雑に屈折している。これらが屋敷の周溝を反映していると

すれば、周溝は南北約 70ｍ、東西約 60ｍの規模が想定される。

周辺では、白川遺跡の 12～13世紀の溝（注 15）や、日渡遺跡（注 16）と池田遺跡（注 17）の 14～15世

紀の大溝が屋敷の存在を示している。これまで中世の遺跡が皆無だった鑓水遺跡だが、これらの遺

跡と同様の屋敷が存在した可能性が高い。

（３）おわりに

これらの遺構に加えて、Ａ～Ｃ区で土坑、Ｅ区で溝を検出したが、出土遺物が皆無もしくは僅か

であることから、年代を明らかにすることはできない。

鑓水集落における発掘調査は、村下遺跡第１次調査（注 18）と鑓水古墳群第１・２次調査（注 19）以

来、今回が４回目である。第Ⅱ章でも触れたが、鑓水古墳群が築かれた古墳時代と伝承が残る江戸

時代以降を除く時代における鑓水集落の様相は不明だった。また、高良内町における発掘調査も高

良山南麓や低丘陵上の古墳と、高良山南麓の中世集落が中心だった傾向がある。今回、縄文時代と

弥生時代、古代、そして中世の遺構や遺物を発見したことで、鑓水集落と高良内町の歴史的様相を

復元するための、新たな資料を得ることが出来た。このことが今回の発掘調査の成果と言えるだろ

う。

【注】

（１）久留米市史編さん委員会・編『目で見る久留米の歴史』 久留米市 昭和54年

第 21図 中世の溝と周辺地形、字界の関係（1/1,000）

8.5



（２）久留米市 委員会『 跡・ 分 跡 昭和58年 発掘調査 』久留米市文 調査 第41集 昭和59年

久留米市 委員会『 跡・ 分 跡 平成 年 発掘調査 』久留米市文 調査 第139集 平成10年

久留米市 委員会『久留米市埋 文 調査集 』久留米市文 調査 第198集 平成16年

（ ）久留米市 委員会『日渡遺跡群 白川遺跡第 ・４次調査 』久留米市文 調査 第224集 平成18年

（４）久留米市 委員会『平成 年 久留米市内遺跡群』久留米市文 調査 第140集 平成10年

久留米市 委員会『日渡遺跡群 遺跡第４～ 次調査』久留米市文 調査 第188集 平成15年

久留米市 委員会『 遺跡 第 ・10次調査 』久留米市文 調査 第229集 平成18年

久留米市 委員会『日渡遺跡群 遺跡 第 次調査 』久留米市文 調査 第233集 平成18年

久留米市 委員会『平成18年 久留米市内遺跡群』久留米市文 調査 第248集 平成18年

久留米市 委員会『日渡遺跡群 遺跡 第 次調査 遺構編 』久留米市文 調査 第280集 平成

20年

久留米市 委員会『日渡遺跡群 遺跡第 次調査 編 遺物編』久留米市文 調査 第380集 平

成29年

（ ）久留米市 委員会『日渡遺跡』久留米市文 調査 第85集 平成 年

久留米市 委員会『日渡遺跡群 日渡遺跡第 ・４次調査』久留米市文 調査 第203集 平成16年

久留米市 委員会『 遺跡・日渡遺跡群 遺跡第 次調査 日渡遺跡第 次調査 』久留米市文 調

査 第230集 平成18年

（ ）久留米市 委員会『平成10年 久留米市内遺跡群』久留米市文 調査 第150集 平成11年

久留米市 委員会『久留米市埋 文 調査集 』久留米市文 調査 第167集 平成12年

（ ）平成 年（1993）に第１次調査（MFD 001/199329）を 施。 。

（ ） 委員会『 関係埋 文 調査 』 昭和45年

（ ） の編年的 委員会『 関係埋 文 調査 中 』昭和54年

（10）久留米市 委員会『東部土地区 関係埋 文 調査 第２集』久留米市文 調査 第36集 昭和58年

なお、平成元年に 施した大 古墳第１次調査（OTV 001/198935、 ）の に ると、これらの墳 が発見された

のは昭和40年代 とのことである。

（11）久留米市 委員会『 跡・ 分 跡 平成 年 発掘調査 』久留米市文 調査 第70集 平成４年

（12） 土師器 から見た中世 の土器様相 遺跡群の土師器編年 考古 会『 考古 』第82

集 平成19年

（13） 田 中世 器 中世土器 会・編『 中世の土器・陶磁器』 平成 年

（14） 戸 中世土器 会・編『 中世の土器・陶磁器』 平成 年

（15）久留米市 委員会『平成29年 久留米市内遺跡群』久留米市文 調査 第400集 平成30年

久留米市 委員会『白川遺跡（久留米 跡） 第11～17次発掘調査 』久留米市文 調査 第403集

平成30年

久留米市 委員会『白川遺跡（久留米 跡） 第18次発掘調査 』久留米市文 調査 第411集 平

成31年

（16）久留米市 委員会『日渡遺跡群 日渡遺跡第 ・４次調査』久留米市文 調査 第203集 平成16年

（17）久留米市 委員会『第12回くるめの考古資料 昭和61年 の発掘調査の を て 』 昭和62年

（18）平成２年（1992）に 施（MRS 001/199223）。 。

（19）久留米市 委員会『平成 年 久留米市内遺跡群』久留米市文 調査 第127集 平成 年

久留米市 委員会『鑓水古墳群 第２次調査 』久留米市文 調査 第138集 平成10年
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（１）Ａ区調査前全景（南から）

（３）Ｄ区調査前全景（南西から）

（５）Ａ１区全景（南上空から）

（２）Ｂ・Ｃ区調査前全景（北東から）

（４）Ｅ区調査前全景（北西から）

図版１



Ａ１・Ａ２区全景（南西上空から）

図版２



（２）Ａ４区全景（南東上空から）

（１）Ａ３区全景（南西上空から）

図版３



（２）Ｂ２区全景（北東上空から）

（１）Ｂ１区全景（北東上空から）

図版４



（２）Ｄ区全景（南上空から）

（１）Ｃ区全景（北上空から）

図版５



（２）ＳＤ１・５・11全景（北東から）

（４）ＳＤ１東辺土層１（北東から）

（３）ＳＤ１北西隅土層（南東から）

（５）ＳＤ１東辺土層２（北東から）

（１）Ｅ区全景（西上空から）

図版６



（１）ＳＤ２全景（南西上空から）

（３）ＳＫ８完掘状況（北東から）

（５）ＳＫ60完掘状況（北上空から）

（７）ＳＫ65完掘状況（北東から）

（２）ＳＫ５完掘状況（北東から）

（４）ＳＫ17完掘状況（南東から）

（６）ＳＫ65土層（南西から）

（８）ＳＫ66土層（南から）

図版７



（１）ＳＫ66完掘状況（北から）

（３）ＳＫ70完掘状況（西から）

（５）ＳＫ73土層（南から）

（７）ＳＤ75完掘状況（北東から）

（２）ＳＫ67完掘状況（北西から）

（４）ＳＫ72完掘状況（北上空から）

（６）ＳＫ73完掘状況（北東上空から）

（８）ＳＤ78完掘状況（北西から）

図版８
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鑓水遺跡

第１次調査
集落

縄文

古代

中世

溝 ５条

土坑 11 基

縄文土器、弥生土器、

土師器、須恵器、陶磁

器、石製品、金属製品

中世の屋敷の周

溝を発見した。

要 約

調査地点は、耳納山地から派生する丘陵上に位置する。調査区は削平されているが、縄文時代

の土坑やピットを検出し、後期後半から晩期にかけての土器や石製品が出土した。中世の溝は３

条を検出した。いずれも並走する上にほぼ直角に屈曲しており、屋敷の周囲を二重に巡る周溝と

考えられ、出土遺物から、14 世紀前半の埋没が想定できる。これらの縄文時代や中世の遺構・遺

物は、周辺の遺跡でも見つかっており、鑓水集落と高良内町の歴史的様相を復元するための、新

たな資料を得ることができた。

土木工事の届出日 平成 29年 10 月16日 遺物の発見通知日
平成 30年 11 月７日

（30 文財 1037 号）
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